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新卒肴護婦の職場適応に向けた支援に関する研究

…職務ストレスの職位関傾向に関する実態調査一

村令 1)村 田 千 ft1)，高檎 2) 

には病棟としての支援体制の確立や業務整理等に対する組織的な取り組みが

ある看護師が新卒看護師のストレスを理解し病棟全体で支援を行う環境

を作ることが求められている O 看護師の平均年齢が高く，新採用者の数が少ないという東北地方の地

域特性に合わせた対策を検討する必要があると考え，一県内の新卒看護師と病棟の指導的立場にある

看護師を対象として職務ストレスの傾向を同一の尺度を用いて明らかにすることを目的とした寵査を

行った。

その結果，看護締の職務ストレスは，新卒看護師，主任看護師，

長の!頓に高く，ストレスの鵠向には職位による違いが認められた。新卒看護部は関擦や上司からり支

援を受けていることは認識して試いるが，能力についての不安，戦場の人間模様への緊張，抵い吉呂

評儲があち，同期の人達との交流，プライベートな時間の充実などの気分転換，接接スタッブから

チームの一員として受け入れられること，葬力を認めるような言葉をかけられることを

薪卒看護婦の支援においては，韓場のスタップ全体の受け入れ体制のもとで，上司からの支援，経

験年数が豊富な巻護鱒の活現，同期の看護鶴との交流などの対策を強化することが有効と考えられ

た。
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しての支援体制の確立や業務整瑚等 る組織的な
はじめに

取り組みが重要であり，

卒看護師のストレスを理解 う環

境を作ることが必要と考えた。しか

ある看護師自身が抱えているストレスも

日本看護協会の2004年病院看護職員の帯給状況調査

によると，新卒看護蹄の 1年以内の離職率は9.3%で

あり，職場適応を促進するための対策が求められてい

るO 支援対策としてはプリセプタ…制の脊効性が認め

られているが，看護語長，主住看護師などの上珂から

の支援が新卒看護婦の心身のストレス反誌を抑える

(鈴木 2005).薪入看護訴がリアワティショックを克

寂するために誌，職場環境に対して脊定的な感構を措

くことが必要であち，プリセプター舎はじめとする職

アの実践能力，看護経験，鞍務の麓留や賞在会どの違

いから，互いが震かれている状況や気持ちを理解する

場のスタッフ全体の受け入れが議要な鍵である(伊藤

2005) とする報告もある O

リセプターや上司からの個人的

には，ブ

とともに病棟と
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ことは必ずしも容易ではない。

これまでの看護載のストレスに関する研究は，それ

ぞれの職金や経験年数ごとに講査されているものが多

く，異なる犠{立にある者護轄のストレスを

で測定しているものは少ないが，石井ら (2003) は，

経験年数 1~3 年までの新人看護師と 10年前後の中堅

看護師の職務ストレスの認知と対処行動を比較し中
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堅看護師は新人看護師と比較して看護蹴上両].監師

との人爵関係に関するストレス認知が高いことを報告

しているむまた，三木と原谷 (2002)は，年代田jのス

トレスの特教について 新人看護師は鞍務満足惑が低

く仕事の困難さのストレッサ…得点が高いこと. 20代

~30代は患者，家族，医師との関孫についてのスト

レッサー得点が高く. 50代は職務満定感が高くスト

レッサー得点は低い額向にあるとしており，これまで

の我々の調査においても同様の傾向が示されている

(三浦能 2003，中村他 2004. 中村組 2005九さらに，

東北地方の地域特性である，養護師の平均年齢が高

く，新採現者の数が少ないとし寸傾向に合わせた対策

を検討する必要があると考え，一県内の新卒養護師と

病棟の指導的立場にある看護陣を対象として職位によ

るストレス認、知の違いを明らかにするための調査を

行ったむその結果から 新卒看護隔の支援において指

導的立場にある者護輔が果たすべき役割について考察

し

研究目的

新卒看護婦，及び痛棟の指導的立場にある若護師の

職務ストレスの職位5.nJの領向を明らかにし新卒看護

師の支援において指導的立場にある看護部が果たすべ

き役割について考察する G

研究方法

1 .研究期間

平成16年7月~平成17年12月

2.研究対象

A県看護協会主催の研穆会を受講した零護師のう

ち，就職 1年目の看護師(以下新人とするに賂床実習

指導を相当する者護詩(以下看護師とする)，荊棟主任

あるいは看護師長補佐〈以下主任とするλ 病棟部長を

対象とした。

3.データ校集方法

1) 2年聞にわたり，新人は就職 1年程の?丹，その

龍は 9月から12月に調査を実施したむ

2 )日ごろ感じているストレスについて，詰問と掻口

(1992) ，稲関 (1994).稲荷(1995)による調査を

参考に作成した選択式の設障を黒いたc 設問は，

①仕事上の憐み，号仕事と私生活，③現在の満足

度，審議場環境についての 4項目の計41開から構

戒した。

3 )回容は得点が高いほどストレスを強く感乙ている

ようにし r1 :まったくそうでなしりから f5:

大いにそうであるJまでの 5段階とした。

4) rストレス緩和のためにはどのような対策が鶏果

的か」について自由記載でつ章見を求めた。

5 )実関紙は，無記名，自記式とし研修繋了時に国

収箱にて回収した。

4.分析方法

職位別の傾向について一元配盤分散分析と多重比較

を行いp<0.05を存意としたむ統計ソフトは SPSS12.0J 

for windowsを使用した。自由記載については内容の

類桜笠により分類したむ

5.偉翠的配意

本調査の目的，参加は自自意志であり参加しなくて

も不利益がないこと，結果は研究のみに積用し統計

的な廷理を告ない所員擁設や偶人が特定されることは

ないことを質関紙に明記した。

結 果

1 .対象者の属性

調査車紙は515技配布し 403枚の有効回答が得られ

た(回収率:78.3%) 0 職種は，看護鱒:94.5%.助

栂:5.5%。性別は，女性:96.3，男性:3.7%。年齢は，

30議以下 :42.4%， 31~40議:20.3%. 41 ~50議:31.8%. 

51議以上 5.5%。職位;主新人:40.9%，看護師:

18.1%.主在 :28.8%. 師長:12.2%であった。年齢と職

位については，新人i土全員が30議以下であり，

は30議以下から50最までで31~40識が75.3% と最も多

く，主任は31豪から51麗以上までで41~50歳が72.4%

と最も多かった。看護師長は31最から51議以上までで

41~50臓が65.3% と最も多かった(表 1 )。

2.ストレスの傾向

1 )全体の傾向

平均持点の上位 5項目は.r看護という職業は人関

性を問われる精神的に大変な鞍業で為る:4.44土0.78J
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表 1.年齢と職位

職位
30歳以下

新人 165 

看護輔 6 

主在 G 

看護諒長 G 

合計 171 

常jこ注意を払わなければ事数発生の可能性

がある

年

31~40哉。
525 4 

3 

82 

齢

41~50最 51歳以上
メ口以

O 。 165 

12 Q 73 

84 8 116 

32 14 

128 22 

上幸司やリーダーの指示に従わぢる~得ない

戦場の問題をどの組織で対策後講じるのかが

不明瞭である

図 1.仕事上の悩み

「常に注意を払わなければ事故発生の可能性がある:

4.06土0.94Jr経渚言語で欝く，之、要がある:生∞会1.05Jr仕
事を時間内に終了させるのは函難である:3.83念1.15J

f身体が披れ果てる:3.77:t 0.99Jであった。

項目別には，①仕事上の悩み:3.49士0.56(rnean土

SD)が最も商く，②仕事と私生活:3.20 :t 0.51. 

の満足度:3.00念0.37，④職場環境:2.68土 0.38であっ

たG

草案{立では，新人:3.17念0.59，主任:3.12土0.5ラ，

言語 : 2.97:t 0.60， : 2.96:t 0.56であっ

2 )項目ごとの職位別の傾向

職位別の傾向に引いての一元配置分散分析の結果，

41の設問のうち?合を除いて，有意な結果が得られ

た号以下，有意であったものについて平均得点が3.00

(どちらともいえない)以土のものを中心に，

較による項目ごとの職金加の結果を示す。

①仕事上の鵠み

新人は「鞍場の上司に気を{吏う :4.22Jは飽のすべて

の職金よりも有意に高かったつまた. r職場の慌師に

気を使う :3.76Jは看護師長 (3.00)より高く，

主任との有意差はなかった。「上司やリーダ…の指示

に従わざるを得ない:3.43J は看護部 (2.86) よりも

く，看護師長，主径との有意差はなかっ

主餐iまf仕事を時間内に終了させるのは罰難である:

4.04J r看護という職業は人間性を関われる務神的に大

変な職業である :4.61Jが新人よりも高く，

護師長との有意差はなかった。「患者の直接的ケアよ

りも記録，書類幣璃，会議等に追われるJは

(3.53) .主任 (3.76) 看護語長 (3.88)が新人 (3β1)

よりも有意に高かった(詔 1) 0 

会仕事と私生活

新人は「監療機器. IT機器についていけない:3.30J

は主任 (2.91)よりも高く，看護師，看護師長と
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経済面で働〈必要がある

自分や家族の健康が気になる しー

新しい知議，技術を学びたいが時間がない

仕事にやりがいを感じられな~\'
ヲ。

a

・hwでんw
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-
』の来将の分
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由
回

図2.②仕事と私生活

毎日の生活が楽しくない

I 

精神的にまいってしまう

不安な気分になる

期待はずれの気持ちになる

惨めな気持ちになる

自分が嫌になる

/ 
周りの人に対して幻滅感・憤りを感じる

図3.③現在の満足度

差はなかった。「新しい知識・技術を学びたいが時間

がない:3.70Jは看護師 (3.30)よりも高く主任，看護

師長との有意差はなかったo I経済面で働く必要があ

る」は看護師 (4.25) と主任 (4.18)が新人 (3.84) よ

りも高く，看護師長との有意差はなかった。「重荷の

仕事を任される」は看護師 (3.32).主任 (3.29).看護

師長 (3.51)が新人 (2.65) よりも高かった(図2)。

③現在の満足度

新人が「惨めな気持ちになる:3.2IJ. I自分が嫌にな

る:3.65J I不安な気分になる :3.94Jで他のすべての職

位よりも高かった。「憂欝な気分である:3.30Jは看護

師 (2.65) と看護師長 (2.78)よりも高く，主任との有

意差はなかった。「精神的に参ってしまう:3.58Jは看

護師 (2.95)よりも高く主任，看護師長との有意差はな

かった。「身体が疲れ果てる」は新人 (3.84) と主任

(3.96)が看護師(3.37)よりも高く，看護師長との有意

差はなかった(図3)。

④職場環境

新人は「職場で仕事の悩みや問題を気軽に話し合え

ない:3.16J I職場で自分の存在価値が認められていな

、"..:"" t~・ 何日'1-'. -~'.. ・ '， ~-F-" ，-~....~~~-:.，:tI吋.io"'''... -~・軍司-~:':"罰、
い バ 刊誌M ヤマー;-v-.:~r~司冴えた~~ ‘
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同僚聞に相互信綴鯵がない
4 

Jこ湾c;スタッフ聞に繍笈信頼，穏笈3巨持関係、が

ない

職場にいらだたせる総長がいる 綾場で自分の存在価値が緩められていない

残夜の職場は鼠2.成長をi足せない 務授の猿場は自分の能力が発揮できない

Jこ潟の接助，協カがない

図4.審議場環境

い :3β9Jが地のすべての職位よりも高く， r上司

助，協力がない:2.03Jr同僚の援助，協力がない:1.82J 

は他のすべての鞍詑よりも低かったむ主任は「職場に

いらだたせる職員がいる:3.61Jが新人 (3.22) よりも

高く，主在，委譲師長との有意差はなかった(盟4)

3.ストレス対策

ストレス緩和のための対策についての自由記載は，

新入 :111.看護師:67，主任:121，看護師長:34， 

計333の記載があった。

新人は「施設内や議設の新人との交誌を図る」

も多く，以下「プライベートな時間の充実Jr受け入れ

てくれる雰間気を作るJ. r休養できる休みの確探Jr先

輩の告分を認めてくれるような声かけjなどがあげら

れたO

は， rプライベートな時間の充実Jrプライ

ベートな時間の確保jがほ諸問数であり， rシステムの

改善，業務の藷整によるゆとりの確保I自由に意見を

言える職場の雰閥気Jr人員の確保Jr納得のいく

の実践Jr自分なりのストレス発散方法Jがあげられ

主在は， rシステムの改善，業務の調整によるゆと

りの確保Jが最も多く，以下「休暇の確保Jr上可，開

僚と話し合う時間の確保jがあげられた G

は， rシステムの設蕃，業務の調整による

ゆとりの確保Jr仕事の達成感Jr面談や戸かけJr気分

転換Jが同数であった(表2九

察

本研究では，新卒看護蹄に対する病棟としての支援

体制の確立のために新卒看護師とその育成に関わる

ある看護締の職務ストレスの傾向を

の尺度を用いて明らかにすることを民的とした調査を

打ったむ

職i立問の平均では，新人が最も高く，次いで主在，

看護姉，看護師長の!眠であったが持に新人について

はリアワティショックが環れやすい(水田 2∞4)とさ

れる 7丹に調査を打ったことでストレスの傾向は強く

現れていると考えちれるむ鈴木 (2005)は，新卒看護

師を対象として 5月と11丹に謁査を実施し上可から

の支援が少ない場合に11月調査時の活気が有意に少な

く，身体愁訴が有意に高くなっており，就職後半年間

の上司の支設が重要であるとしていることから，調査

時期を 7月とし

このような背景を踏まえて，職位7J1Jのストレス誌、知

とストレス援和のための対策についての自由記載

の内容から，ストレスの傾向を分析し新人のストレ

ス緩和のため指導的立場にある看護部が果たすべき役

割について考耕する O

1 .全体の傾向から

平均詩点上f立の「看護という職業は人間性を関われ

る精神的に大変な襲業であるJr常に注意を払わなけれ

ば事故発生の可能性が為る 時間内に終了させ
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表2.効果的なストレス対策についての自由記載

看護師

プライベートな時間の充実

プライベートな時間の確保

システムの改善，業務の調整によるゆとりの確探

自岳に意見を言える載場の雰囲気

人員の確保

納得のいく

自分なちのストレス発散方法

公平な業務の分担

悩みを相談できる上回

相談できる専門家

医師と

新 人

擁設内や他の絡設の薪人の人達と交流する

j プライベートな時間の充実

なく，長いところは誌める

j自分を肯定してくれる人の存在

主任

業務の調整によるゆとりの確保

蕃護師長

業務の調整によるゆとりの確保

自由に意見を言える職場の雰囲気

スタッフが話し合う時間の確保

相談できる専門家，カウンセワングシステム

コーチング

霊長療事故対策

暇の確保

蓋
口
一

改
一
感
一
け

の
一
成
一
か

ム
一
達
↑
声

テ
一
の
一
や

ス
一
事
一
談

シ
一
社
一
雇

の不安を持ち，同環や上司からの支援を受けているこ

とは認識されてはいるが， 1職場の医師.

f吏う J1職場で仕事の悩みや問題を気軽に話し合えな

いjなど職場での人間関係に緊張しているc また， l'惨

めな気持ちになるJr自分が嫌になるJr不安な気分に

なるJ，1憂惨な気分であるJr轄神的に参ってしまうJ

など，自己評備が低く不安を抱えていることが示され

ている G これは指導を受けても技術や知識が伴わない

ことによると考えられる。近年の者護基礎教育での実

習経験の減少などiこより，新卒者は，基本的な看護技

術の習得が十分でない状況で就職し勤務を始めている

鎮向にある守日本看護協会の講査によると新卒看護職

員の?害i以上が.入職後3ヶ丹を経過して蒸本となる

看護技新103項目のうちる8項且を一人で実施できない

半数以上の新卒者が入職 2ヶ月で夜

を

にもかかわら

るのは困難であるJは，者護障が直面している

困難さが表われている。最しい勤務状況の中で「経済

面で働く必要があるjことからも， r身体が疲れ果て

る」まで構いている状況がある。対策としてもゆとり

を生む業務改善超過勤務の軽減，人員の確保，

のない休養できる休暇の維保があげられているよう

に，迎え入れる健にも場とりがない状況で，新人を教

青して行かなければならないという厳しい環境にあ

る。仕事内容の整理，指導体制の整備は不可欠であ

2.職佳別の領向から

新人は. r~療機器， IT機器についていけないJr新

しい知識・技葬jを学びたいが時間がないJr戦場で自分

の存在倍舗が認められていない」など，龍力について

るO
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勤業務を姶めていることが明らかになっている O

取持設の卒後臨床研穆の観度化に向けた取り組みが始

められているが，それぞれの施設でも卒後の臨床にお

ける教育の必要性を認識し技術教育を組み入れる必

る。

看護技術の習得のための心理的な支援として比職

場の人間関係が重要で為る。戦場の人間関係が再浮で

なければ得られるところも少なく，自信のなさからさ

らに言えない，開けない環境を作り出す悪循環が起こ

りうるとされている(榊原ら 2003)。さらに伊藤

(2005)は.新人がリアリティショックを克服する要因

として，職場風土，肯定的な人間関係の確立をあげて

いる G これは新人への対応のみならず，養護語長をは

じめとする痛棟スタッフ全員がお互いに肯定告さな人間

関係を築くことを土台としている。指導的立場にある

者議締が過重な労鵠や駿責の負担などによるストレス

を感じている環境では困難も多いが，勢力を認めるよ

うな首葉をかけられるなどの情緒的支按により悪循環

を断つ環境作りが行なえるものと考えるむしかし一

方で鈴本立∞5)は，自己評{揺が抵い入にとってはよ

り高い資資き技龍を期待されること，一時も早い成長

を{起きれることは，上から期待される高い臼標と低い

自己評価との関にギャッブをもたらし心理的なプ

レッシャーになりうることを指摘している。激励のつ

もりの討葉がより負担惑を増すことがあることを認識

しなければならないc

としてi之持患の人達との交流，プ

ライベートな時開の充実などの気分較換，議棟スタッ

プからの受け入れ，認めてくれる声かけがあげられて

いる Q 先行研究(鈴木 2005. 伊藤 2(05)でも訴されて

いるように，上司からの支援，職場のスタッブ全体の

受け入れが重要であることが確認された。また，同期

の人達との交流については，猿渡ら (2005)が，新人

看護鶴がつらかった時期に最も支援を受けたのは同期

十島互いの状況や気持ちを分かち合う

ことができる重要な存在であるとしているように，重

要な支媛として位置づけられる O しかし地域の特性

として新抹用者が少ない状況があか不規則な勤務と

休みから同期の看護師との交流の機会をもつことは容

易ではないことから，その接会を肴聾している声があ

るものと考えられるむ少人数であっても研鯵やしクリ

エーションなどの機会を公的に設けて交流を摺ること

が必要と思われる。

者護蔀については，石井ら (2003)は，経験年数 1

-3年までの新人看護側と 10年前後の中堅看護師の職

務ストレスの認知と対処行動を比較し

新人看護師と比較して看護部，上司，医師との人間関

係に関するストレス認知が高いことを報告している。

本暁究においては，審議鱒と主任が石井ら

鱒にあたるが，看護障は特殻的なストレスはなく比較

的安定した状態であり，臨日を適切に評師

を行なっているものと考えられる口ストレス緩和対策

としてあげられている事現は，心理面への支擾を

新人に比べて， rプライベ…トな時間の充実と確課J
fシステムの改善，

f自告に意見を言える

よるゆとりの薙保j

など，自分岳

よるストレスの解消や職場の問題解決を目指した内容

があげられている O また. r納得のいく看護の実践Jが

述べられていることが特徴的であり，患者ケアの中棋

的実践者として努力している姿勢が記われる。しか

しこの研究に先立って実施した諜査(中村龍 2(04)

からは，看護蹄の平均年齢が高く薪採用者の数が少な

い施設でi之 30義代. 50議11:の看護締と比較して40歳

f憂警な気分であるJr期待はずれの気持

ちになるJなどのストレスが高いことが示され，経験

年数20年前後で主任等の役職を持たない看護師への支

と考えられた。一方，全間的な諜査(日本看

2∞4)からは，新人の指導においてブリセプ

タ…鰐をとり入れている鶏院が85.6九為るが，プリセ

プターの者護経験年数試 3年程度が53.4%とプリセプ

タ}臨身の看護経験年数は少なく，新人への技術指導

を全謝的にゆだねることは配慮が必要との報告がされ

ている O これらのことから，経験年数が鐙窟な看護師

新人と

として種極的に活用していくことが，

再者への有効金制畿になるのでは

ないかと考えられる。

は新人についで、高く. r社事を時間

内に務了させるのは鴎難であるJr看護という職業は人

間性を問われる精神的に大変な職業であるJr職場にい

らだたせる職員がいるJは新人よりも高かったむ主任

としての職寅から果たすべき役割と現実との関での葛

藤がおるものと考えられるむ対策としては， rシステ

ムの改善，業務の調整によるゆとりの礎保二苛，同

僚と話し合う時間の確保Jなどの病棟として取り組む

べき課題があげられており，病棟全体のあり方を考え

ている姿勢が見られる O また. r休暇の確保Jなどの個
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人的なストレス解消があげられており.問題解決と

緒的額11面の掲面から検討していることがわかる 5 主任

はスタッフの最も近くにいて，適切なストレスマネジ

メントを打うことが求められているむブリセプターと

なった看護鯨への支援も重要な役割である G スタッフ

を集約し看護師長とスタップのパ千プ役とな

るための機会を日常の業務の中で短時間でも確保する

ことが必要で、ある O

養護師長は. r仕事が著しくきっぃ」が高く. r患者

の直接的ケアよりも記録，書類整理，会議等に追われ

るJr重荷の仕事を任される」辻養護部，主住，看護語

長ともに新人よりも高かった。指導的立場にある

師，主託，看護師長は処理しなければならない仕事に

追われている現状があるが，三木と原主主 (2002)によ

る調査と同様に看護師長は最も得点が砥かったむ対策

としては. rシステムの改善，業務の謂整によるゆと

りの確探Jr仕事の達成感Jr面談や戸かけjなど個人

としてよりも鵠棟スタッフのための方策を考えている

姿勢が何われる C 仕事の厳しさに追われ，ゆとりのな

い状惑を毅和しなければ，他人を思いやるゆとりは出

てこ会いだろう O 職場の労働の実態を明らかにして，

労鵠条件の改善を罰り ゆとりを持って新人を通え入

れる環境づくりを急、がなければならない合

以上の職位意Ijの結果からは，それぞれの識位によっ

てストレスの傾向が異なっており 侍らかの対策を講

じなければならないことは理解してはいるが，現実的

な解決には至っていないことが示されている臼また，

いずれの立場においても職場における人間関係が重要

であることが訴された。費JIIと松田 (2005)は，鞍場

の人間関係のストレスに立すしては載場内iこ相談相手が

いることがパーンアウト傾向の軽減に有効であり，職

場の対人関係は著議師にとってストレス源となる半面

で重要なサポート源ともなるとしている O 鈴木(2005)

が看護師長，主任看護鶴からの支援が新卒看護部の心

身のストレス炭応を抑えるとしているように，上司は

支援者である。しかし「上苛は支援関係があ

ると患っていても，必ずしもスタッフはそう認識して

いない」との報告(岩手県看護協会 2003)もあり，本

研究においても[上背に憐みを相談したいJr上司が問

題解決しようとする姿勢を示して欲しいjという声が

多かったことからは，部下のストレスを理解し共感す

る姿勢を示すことができているかどうかを按り返る必

要があると考えられる。特に，新人は臨信がないため

に受身の姿勢が強い 注意や指導に対して前向きでな

いなどの反官、が出やすいことを念頭において，新採用

者が少ないことによって 意見を述べにくい環境にお

かれていることを考慮しながら，指導者の測からより

積極的に話しかけるなど より良い人間関孫を築くこ

とが必要と考えるひ

稲岡(1994)は，燃えっき状態にある者護制が構く

職場の持徴として，過酷な業務や責任の割にはそれに

見合った権限が与えられていない 権域的な組識であ

り上司の指示に従わざるを得ない 従来の慣習に国わ

れたり，問題意識が巷薄で問題解決に向け自主的に行

動するものがいないことをあげている O 看護師長をは

じめとする指導者の姿勢が，職場全体の雰囲気を形作

るO

教育環境を整えることができるかどうかは，新人の

支援における重要な課題である O たとえ些舗な問題で

あったとしても[上司が問題解決しようとする姿勢を

示すJr上司や同僚と問題を話し合う時間を持つ」など，

職場全体が問題解決に対して前向きな環壊であること

が求められている。

本研究は，研穆に参加した看護載を対象としている

ことから，対象者の問題解決意識が高いことが予灘さ

れ，ぞれが結果に反映されている可能性があること，

友び一地域の韻向であることから一般化は罰難である

ことが眼界としてあげられる。

結 論

-看護部の職務ストレスは，新入，主鉦，看護師，看

護師長の順で高く，ストレスの領向iこは，職位iこよ

る特徴がみられた。

-新人は，問僚や上可からの支援を受けていることは

認識してはいるが，能力ぷついての不安を持ち，鞍

場の人関関係に緊張しており，自己評舗が砥かっ

たや

-新人看護部の験場適正、にむけた支援は，職場のス

タップ全体の受け入れ体制のもとで，上司からの支

援，経験年数が豊寵な看護轄を新人の助言者として

活用する，同期の看護部との交流などの対策を強化

することが審効と考えられるa
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SUPPORT FOR NOVICE NURSES' ADJUSTMENT TO THE WORK 

ENVIRONMENT: A FACTUAL SURVEY ON TYPE OF JOB STRESS 

AS RELATED TO JOB POSITION 

Reiko NAKAMURA 1 ) , Chiyo M URA T A Ii and Sachiko TAKAHASI 2 
i 

Abstract: In fostering nurses just out of school (hereinafter called 'novice nurses' ), it is important to 

establish a support system that involves the entire hospital ward in a systematic effort to organize 

the operational duties of the staff. Nurses playing a leading role should also be aware of the stress 

which novice nurses suffer and, ideally, the entire ward should tackle the issue by creating a 

sympathetic environment for novice nurses. It is also necessary to consider measures suited to the 

regional characteristics of our survey area, the Tohoku district. where the average age of nurses is 

relatively high and the number of newly employed nurses is relatively small. A survey was 

conducted based on the above needs to assess the patterns of job stress using a common scale for 

novice nurses and nurses playing a leading role in their wards who work in one prefecture in the 

Tohoku district. 

The survey results showed that job stress is the highest in novice nurses, followed by charge 

nurses, nurses in charge of clinical training. and head nurses; there was clearly a difference in nurses' 

stress levels according to job position. The results also showed that although novice nurses were 

aware of support being provided by their colleagues and supervisors. they remained anxious about 

their ability, suffered mental strain from maintaining new human relations in the workplace. and had 

low self-esteem; and therefore felt they needed even more support. Specifically. they wished for more 

interaction with other novice nurses who had joined in the same year; to regain their energies by 

using their free time in a rewarding way; to be accepted as a member of the team by the ward staff, 

and to have their efforts at work recognized and encouraged. 

These results indicate that the most effective way to support novice nurses would be to enhance 

certain existing measures, such as by making the best use of experienced nurses. encouraging help 

by supervisors and interaction between nurses who joined in the same year, and by generally 

creating a more sympathetic and welcoming atmosphere. 

Key words: novice nurses. adjustment to the work, job stress 
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